日本混相流学会

２００５年度第３回理事会　議事録

日時：平成17年12月3日　13:00-17:00
場所：関西大学先端科学技術推進機構2F会議室
出席者（理事）：内藤正則（会長）、辻裕（筆頭副会長）、関真佐子（企画部会長・関西地区）、田中敏嗣（国際部会長、関西地区）、佐田富道雄（九州地区、ＯＭＦ担当）、大成博文（リエゾン担当、中国四国地区）、佐藤恵一（北陸信越地区）、内山知実（学生会、東海地区）、西田浩二（総務部会長・関東地区）
出席者(オブザーバー): 大川富雄(総務部会副委員長)、近藤健(事務局)

議題と配付資料

0. 第２回理事会議事録の確認
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1. 理事会カレンダー
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2. ２００６年度評議員候補者について
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3. 入会勧誘キットについて
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4. 会則第１０条の適用方法について
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5. 年会講演会・シンポジウム準備状況について
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6. 拠点委員の活動内容について
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7. 情報部会活動報告
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8. 企画部会活動報告

・沖縄テクノイノベーションセンター
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9. 学生会活動状況報告
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10. 国際交流部会報告
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11. 新規入会者について
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12. 2005年度委員会名簿について
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13. その他
議　　事

0. 第2回理事会議事録の確認

　西田浩二 (総務部会長)より、前回理事会の議事録案が提示され、コメント等あれば後日総務部会長まで連絡することとなった。
1. 理事会カレンダー
　西田浩二 (総務部会長)より、理事会活動予定が示された。今年度の理事会開催場所、時期評議員選出、学会主催イベント等、学会主催イベントへの理事会メンバーの出席について議論した。

年会講演会、OMF、学生会夏季セミナーについては、原則として会長、止むを得ない場合には筆頭副会長、副会長が出席することを確認した。他の学会主催イベントについても、開催責任者の依頼等を考慮し。積極的に参加することとした。

2. 2006年度評議員候補者について
　西田浩二 (総務部会長)より、地区代表より示された評議員候補者リストが示された。現時点で推薦リストが示されていない地区が若干あるが、リストが示された地区については原案通り承認した。また、任期中に評議員の地区変更が生じた場合などに備えて、当初の会長推薦枠は3名程度に抑えることとした。監事候補者については、筆頭副会長を中心に検討を行うこととした。理事会申し合わせ事項に、評議員の任期について表現の紛らわしい部分があるため、修正を行うこととした。

3. 入会勧誘キットについて
事務局より、維持会員数増加に資するために必要な資料リストおよび勧誘キットが示された。必要な資料の取捨選択、日本混相流学会の概要文書の見直し等について、事務局と辻筆頭副会長を中心に引き続き検討することとした。勧誘キットの整備過程で過去の行事リストなどを製作した場合には、ホームページへのコンテンツ供給にも協力することとした。会費を維持会員より低額とする賛助会員を新設してはどうかとの提案があった。企業会員の会費、特典の適正なあり方について総務部会で検討することとした。

4. 会則第10条の適用について
西田浩二 (総務部会長)より、会費滞納者の扱いに関して適応案が示された。改定会則に沿って理事会の議を経て会員の資格停止、資格喪失、退会扱いとする実際の適用案が示された。今年度は移行期であることを考慮し、会費支払い催促を個別に行うが、次回以降は原案の通りの適用を行うこととした。
5. 年会講演会・シンポジウム準備状況について
　佐藤恵一（年会講演会・混相流シンポジウム実行委員長）より、混相流シンポジウムについて、開催趣旨、講演者案等が示された。講演者の最終調整は、佐藤恵一（年会講演会・混相流シンポジウム実行委員長）と内藤正則（会長）で行うこととした。また、年会講演会について、開催趣旨、特別講演、特別企画セッション、オーガナイズドセッション、一般セッション、ワークショップが示された。

論文特集号の発行について議論を行い、特段の障害がなければ前回と同様の形で実施することとした。また、混相流シンポジウムの実施形態について学術会議と調整中である旨が、辻裕（筆頭副会長）より報告された。

6. 拠点委員の活動内容について
西田浩二 (総務部会長)より、拠点委員の活動内容および委員数について改定案が示された。情報部会、企画部会、国際部会および各委員会を融合させて機能させる必要性が示された。

7. 情報部会活動報告
事務局より、情報部会活動報告が示され承認された。

8. 沖縄テクノイノベーションセンター

大成博文（リエゾン担当）より、沖縄県名護市に沖縄テクノイノベーションセンター(OTIC)を建設する構想が示された。将来的に学会に事業委託をする場合のセンター機能を担う可能性がある旨説明がなされた。学会としても地域活性化への協力は重要な課題であり、サポートすることを確認した。
9. 学生会活動状況報告

　内山知実（学生会）より、学生優秀講演賞関連の情報、来年度優秀講演賞評価方法の検討状況、来年度の夏季セミナーの実施計画、および今後の活動予定について示された。表彰については、会長および筆頭副会長に適宜必要な情報を伝えることとした。
10. 国際交流部会活動報告

　田中敏嗣（国際部会長）より、ICeM発行計画、次回ICMFの準備状況、次回日欧二相流専門家会議の準備状況が報告された。
11. 新規入会者について
西田浩二 (総務部会長)より、新規入会のあった個人会員および維持会員が報告され、承認された。また、維持会員勧誘状況について情報交換を行った。学会入会申込書の紹介者欄は、学生会員の場合とすることとした。
12. 2005年度会員名簿について

　西田浩二 (総務部会長)より、会員名簿の印刷、売り上げ部数等が紹介された。残部の販売方法について議論を行った。
13. その他

　井口学（北海道地区理事）より申請のあった国際会議について議論し、詳細を確認することとした。田中敏嗣（国際部会長）が対応することとした。
以上

作成者：総務部会長　西田浩二
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